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学びの広場

　昨年度、策定に向けて協議を進めていた「第３次
北秋田市社会教育中期計画」が完成し、4月26日に
北秋田市社会教育委員の伊東和子さんと策定部会・
社会教育部会長の松岡誠三さんが三澤教育長への手
交を行いました。
　今回策定した中期計画は、今後５年間の生涯学習
の在り方と、実施する重点施策を年次指標とともに
示しており、わかりやすい計画書とするため、パン
フレット版になっています。
　この日は、松岡さんが策定までの経緯と計画の趣

旨を説明し、伊東さんが三澤教育長へ計画書のパン
フレット版を手渡しました。

　各地区の高齢者大学は、森吉大学を皮切りに、高
鷹大学、合川ことぶき大学、阿仁生き活き大学が今
年度も開講し、学習活動をスタートしました。
　このうち、森吉大学（庄司邦昭学長）の開講式は、
４月28日に森吉コミュニティセンターで行われ、
受講生を代表して、新入生の村上光秋さんが誓いの
言葉を述べ、84人の元気な仲間とともに、新たな
学習活動に取り組むことを誓い合いました。
　開講式終了後、第１回講座として小坂和子さん
（秋田こころのネットワーク会長）を講師に『看と

りからの学び』と題した講演が行われ、受講生たち
は、真剣な表情で聴き入っていました。

　今年度から新しく設置した「家庭教育支援チーム」
の第1回チーム会議が、５月15日に市民ふれあいプ
ラザで行われ、佐藤教育長からチーム員８人に委嘱
状が交付されました。
　家庭教育支援チームは、親の学びや育ちを応援す
るとともに、家庭と地域・学校をつなげ、地域全体
で家庭教育を支援することを目的としています。
　この日は、市の担当者から事業の説明を受けたほ
か、チーム内で健やかな子どもたちの育成を目指し、
全ての親が安心して家庭教育を行うにはどうするべ

きかについて意見交換を行い、これから実施される
事業の内容について確認しました。
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～第１回家庭教育支援チーム会議～
地域全体で家庭教育を支援地域全体で家庭教育を支援

　▲手交をする伊東さんと三澤教育長

　▲北秋田市民歌を斉唱する学生一同

　▲佐藤教育長のあいさつに耳を傾けるチーム員
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